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Abstract： Sunset has been recognized as the end of the day time and beginning of the 
night. Moreover, its scenery affect Japanese mind with admiration. The study aims to find out 
the elements which express sunset-time in urban space, in order to create the attractive urban 
space as an alternative of sunset impacts for peoples’ mind set. The brightness and the 
reflection of the position of the glazed window on façade of buildings is investigated. By 
the analysis the relation between the glazed windows and the sunset-time is clarified. 
Keywords：  夕暮れ（ twilight），日変化（daily shift），時間時間（ time），光
（light），ガラス窓（glazed） 
 

1. はじめに

私たちは,刻々と時を刻みながら変化する空間の

中で生活をしている.中でも,時間の変化とともに幻

想的な景色を見せる夕暮れ時の空間は魅力的である.

日本人は古来より夕陽を見て感動したり敬謙な気持

ちになったりするような情緒的な心情を俳句や絵画

に表現しており,夕暮れ時は貴重な時間帯とされて

きた. 

現在の都市内では建築物の高層化によって視線や

空の広がりがさえぎられ,美しい夕日が見えにくく

なっていると考えられる.しかし,夕日が十分に見え

ない都市空間であっても夕暮れを感じる要素はある

のではないか,そのような要素がどのように現れて

いるのかを知ることで魅力的な都市空間の創出につ

ながるはずである. 
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2. 研究の目的 

一連の研究では,都市空間内で感じにくいと考え

られる夕暮れについて,これを感じる時間と物理的

な要素・形態との関係性について知見を得ることを

目的としている.ここでは,建築物のファサードの一

部分である窓ガラスに着目し,内と外が見える・見

えないの関係から,夕暮れの始まりと終わりの抽出

を行う.なお,本研究で夕暮れとは,1 日の中で昼間

の現象と夜間の現象がそれぞれ存在し,昼間の現象

と夜間の現象が混在する(またはどちらでもない)と

き,その時間が夕暮れであると考える(図-１).都市

内で夕暮れを感じることができるか,光の透過と反

射がそのひとつの要素として考えられるかを明らか

にする.

    

図-１ 本研究での夕暮れ 

 



3. 研究の方法

窓やドア,壁面に使用されるガラスは,一般家庭,工

場,業務ビルや商業施設など多くの場所に存在する.

その種類も様々で,一般家庭で使用する透過性の高

いものや,プライバシーを守るために視線を透過し

ないものなどがある.ガラス窓を挟んで屋内と屋外

の関係を見てみると,昼間は屋内から屋外は眺める

ことはできるが,屋外から屋内を眺めることは難し

い.しかし逆に,夜になると屋外から屋内を眺めるこ

とはできるが,屋内から屋外を眺めることは難しい. 

高層建築物ではこのような室外と室内の関係が,

上層階と下層階で時間によって異なると考えられる.

さらに,室外の視点場が移動することにより,反射に

よって写る状況が変化すると考えられる. 

本研究では,以下に記す２つの方法を用いて分

析・調査を行うことで,窓ガラスの反射に関する基

本的なデータを得る.まず,明るさの違いによる分

析・調査,次に,建築物の高さの違いによって変化す

る照度の分析・調査である.これら２つの調査を,そ

れぞれ写真撮影や照度計測にもとづいて,理論値と

の関係性や空間の違いによる特徴などを考察する. 

 さらに,大阪市内における対象地の状況を明らかに

するために,空間情報を用いて都市内の日影につい

て３次元シミュレーションによる分析を行う. 

 

4. 夕暮れの定義

ここでは以下の式により,昼と夜の境があると考

える.これを理論値として求める.ここで点である昼

間と夜間の境付近が夕暮れであると仮説的に設定し

ている 

 

 

 

ここでは,後述する調査を考慮して,室内（普通教

室）の 300(lx)を室内照度とした.また,室外照度につ

いては全天空照度を求め,天空率をかけることで照

度を求めた. 

なお,図-２グラフは日付を後に調査を行った４月

４日としたものである（日の入り時刻：18 時 21

分）.ここでは,日の入り 30 分後を便宜的に照度０

(x)として直線で結んでいる（図-２）.この結果 18

時 40分頃が昼夜の境となる. 

 

5. 明るさと見え方（調査１）

5.1調査１の概要

調査１は 2010 年４月３日・４日の２日間で行っ

た.４月３日は大阪工業大学内の観測場所を４カ所

（A：室内から室外を見る①,B：室外から室内を見

る①,C：室外から室内を見る②,D：室内から室外を

見る②）として行った.そして,４月４日は A 地点に

調査場所を絞って調査を行った（図-３）. 

図-２ 照度のグラフ（理論値より） 

図-３ 観測点からの写真 

 



各位置の照度測定方法としては,４月３日は写

真と連動するように照度計をカメラの位置の上下２

箇所,そして対象とするガラス窓の上下２箇所,合計

４箇所の照度を計測した.それと同時に,室内と室外

の照度についてガラス越しに計測も行った.４月４

日は,カメラ位置での照度とガラス窓付近の照度の

変化がないことから,室内側のガラス窓の上下と室

外側のガラス窓の上,そして,それぞれガラス窓越し

の上として,合計５箇所で照度を計測した. 

  

5.2 結果と考察

 図を見ると,室内は一定の照度であまり変化は見

られないが,室外については,昼から夜にかけて大き

く照度が変化しているのがわかる（図-４）.結果と

しては,図-２で行った理論値の結果と近いものとな

った.とくに,日の入り（18 時 21 分）前後になると,

室内の明るさと室外の明るさが反転することが明ら

かであり,これが室内・室外の見え方に大きく影響

していると考えられ,本研究での夕暮れの終わりと

関係している.さらに,グラフの勾配に着目すると 17

時 25 分から一気に照度が下がってきていることが

わかる.これは,夕暮れの始まりに関する手がかりと

とらえることができる. 

以上のことから,ファサードにおけるガラスを手

がかりとして,夕暮れ時間を記述できる可能性が示

唆された.室内と室外の明るさが逆転するポイント

が一点であることから,建築物高さの差や視点の範

囲によって,夕暮れの時間を検討する必要がある. 

6. 高さと明るさ（調査２） 

6.1 予備調査

調査２は建物の高さによる違いを見るために,まず

予備調査として室外でカメラを固定して,五分間隔で

連続写真を撮影した.撮影対象の建築物は,調査１の

CとDの建物について階段部分を中心に撮影を行った

（図-５）. 

 

この結果,影による建築物の高さと明るさの関係

が示唆された.時間が経つにつれて,太陽の角度が変

化し,それにともなって周辺の建築物の影も変化し

ている.これにより時間帯によっては,一度影で階段

が覆われていても,後に影で覆われていない時間帯

も存在した.また,周りの建築物から反射した光がさ

らにこの建築物のガラスに反射している時間帯も存

在した.そして全体的には,時間の経過とともに,下層

階から徐々に影で覆われていた.この結果,下層階か

ら上層階へと徐々に昼夜の境が移動し,つまり夜が

始まっているといえるのではないかと考えられる. 

 

6.2 調査２の概要

調査２では,予備調査の対象建築物の階段部分に

ついて照度の計測を行った.なお,各階の階段部分で

図-４ A地点の観測結果（４月４日） 

図-５ 予備調査の結果 



は柱等が障害となり,照度を計測しにくかったため,

各階から半階下った踊場にて計測を行った.計測し

た階は,11 階,９階,７階,５階,３階,１階,そして建築物

の１階外側において,計測を行った. 

 

6.3 結果と考察

調査の結果,上層階と下層階とでは昼間と夜間の

境の時間が異なることとなった.とくに,照度が急に

下がる時刻は,予測通りに下層階から,徐々に変化が

表れることがわかった.さらに,上層階になればなる

ほど,日中の照度がある一定の時間になると一気に

変化する結果となった（図-６）.

7. 大阪市内における日影シミュレーション

大阪市内での分析対象地区の位置を具体化するた

め,簡易的なモデルを用いて日影のシミュレーショ

ンを行った.ここでの対象地区は建物の高さや向き,

前面道路の広さを考慮して中央区御堂筋,天王寺区

四天王寺夕陽ケ丘としている.

対象地の建築物と地形を作成し（図-７）,影の変

化を見る日影シミュレーションを行った．この結果

を見ると,御堂筋は建築物の高さがそろっているこ

とも関係し,通りに沿って均一的な影の変化が見ら

れた.夕陽丘は,御堂筋よりも地形が高いこともあり,

影で覆われる時間が御堂筋よりも約 10 分遅く,建築

物による大きな差異が見られた.この結果をもとに,

実際の都市内で調査を行う.

8. まとめ  

本研究では,都市建築物のファサードの一要素と

しての窓ガラスに着目して,都市の夕暮れの変貌を

とらえることを試み,夕暮れを記述する指標となる

要因と見え方の関係性について２つの視点から明ら

かにした.今後は,この基礎調査をもとに本調査を行

いデータの精度を上げるとともに,これまでの夕暮

れを記述する指標との関係について,分析を行う.
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図-７ 日影シミュレーション（御堂筋） 

図-６ 階数の結果 


